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ハートネットホスピタルの構築

• １）医療情報の管理に十分配慮された仕組み

– 特定の患者情報を特定の人だけが見る

– 職種ごとの閲覧制限

• ２）実際の顔の見える医療連携をサポートするため

に、多職種で双方向の書き込みや閲覧が行える仕

組み



【システム】

株式会社エスイーシーの提供する「ＩＤ-Ｌｉｎｋ」サービスを利用する。

【利用施設】

当会の会員が施設長である医療機関とこれに連携する医療・福祉・介護・調剤薬局など

【利用対象者】

医師、歯科医師、看護師、薬剤師、ケアマネ、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士

医療ソーシャルワーカー、管理栄養士

【患者への説明者】

当会会員の医師（主治医）

【利用範囲】

医療及び介護の目的にのみに利用できるものとする

ただし、介護については当該医療に関連したものに限る

【緊急時対応】

契約医療機関以外に患者が救急受診した場合に、緊急時コードを入力することで臨時に参

照することができる

【費用】

金沢市医師会が負担、利用者は無料

ハートネットホスピタルの概要
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たまひめネット

ハートネットホスピタル

←ハートネットホスピタルの患者さんと
たまひめネットの患者さんが同じ画面
に表示されます。

ハートネットホスピタル

ハートネットホスピタル
患者カレンダー画面



基本の患者カレンダー画面（週）
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3種類の機能

患者カレンダー画面
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ノート機能 新規作成画面

ノート機能 新規作成画面

「本文」を書き込
みます。

「タイトル」を書
き込みます。

レ点を入れると
メール通知され
ます。

ﾚ



ファイル一覧

• 画像データなどいろいろな形
式のファイルを登録できます

• JPEG（写真）
• Excel（血液検査結果・パス関係の資料）
• PDF（レポート書）
• PowerPoint（スライド）
• その他、動画など

主な対応文書形式

Word(doc.docx)

Excel(xls,xlsx)

PowerPoint(ppt,pptx)

ﾃｷｽﾄ(txt)

PDF(pdf)

患者カレンダー画面

ファイル一覧への登録作業



ファイル一覧への登録作業

「登録するファイ
ル」を選びます

「説明」を書き込
みます。

レ点を入れると
メール通知され
ます。

ﾚ

文書一覧（レポート欄）

• 閲覧制限のあるファイル一
覧の機能で登録後はレポ
ート欄に表示

• 医師・歯科医師が閲覧可能
• セキュリティをかけたい情報
• 退院時サマリー
• （ショートサマリー） など

主な対応文書形式

Word(doc.docx)

Excel(xls,xlsx)

PowerPoint(ppt,pptx)

ﾃｷｽﾄ(txt)

PDF(pdf)



たまひめネット







内科医、皮膚科医と訪問看護師との
医療情報の共有の1事例

悪化してますので、体位を３時間
おきに変えるようにしてください。
内科○○先生では、デュオアク
ティブを用意してください。

ﾚ

○○さん褥瘡の対応

ﾚ

○○さんを訪問看護しました。
褥瘡に変化がありましたので、
写真を送信します。

○○さん訪問看護記録

内科医

皮膚科医

メールで通知

訪問看護Ns メールで通知

メールで通知

メールで通知

・在宅訪問歯科治療

1.虫歯、歯周病の治療、予防

2.入れ歯の作製、修理、調整

3.口腔ケアで感染症予防 誤嚥性肺炎の予防

4.摂食嚥下障害のリハビリテーション

在宅訪問服薬指導

1.保管状況

2.服薬状況

3.残薬の状況

4.重複投薬、配合禁忌等に関する確認

5.服薬支援措置

歯科医師、薬剤師との連携



• ショートステイを利用する患者において

• 医療側の知りたい情報

• ショートステイの予定表

• 特にロングステイの場合

• 利用期間中に薬が切れないか

• 介護側の知りたい情報

• 受診日と処方日数

• 在宅療養での注意点など

• 緊急で入院された際の情報

ケアマネージャーとの連携の事例

• DM手帳の機能補完として

• 診療所；

– 体重、血圧、血糖、HbA1c値、処方内容の書き込み

– 他科への質問の書き込み

• 眼科；

– 眼底写真とその所見の登録

• DM専門病院；

– 合併症検査の結果登録

– 専門医や糖尿病認定看護師による、指導内容書き込み

– 管理栄養士による栄養指導のレポートの登録

糖尿病の医療連携における事例



• その他の連携対象疾患

– CKD

– 冠動脈疾患のPCI術後パス

– 早期がんの治療後の連携

– 大腿骨頸部骨折の術後パス

– 脳梗塞後のパスなど

• 退院時共同指導の事前の情報共有

診診・病診連携におけるその他の事例



タイトル入力に際しての注意点

• 情報の伝達には工夫が必要となる

– 情報の緊急性や重要性を伝える端的に表現する
• ★○●などの文字記号を、共通の記号として利用する

– 情報の方向性
• 全員への情報なのか

• 特定の人への情報か、質問・回答かをはっきりさせる

– 訪問看護報告書の書き込み頻度を病態に応じて適
宜指示する

• キーボード操作に不慣れな人への優しい対応

– 訪問看護記録入力支援ソフトの活用

運用ルールの概要説明

【タイトル欄について】
•職種は略称を利用する
•タイトル情報の重要性や緊急性を端的に表現する目的で使用する。
•★ 重要案件、○ 定期報告、● 緊急案件
•問い合わせ：記号に続き、Qと問い合わせ先、最後にタイトルを記載する。
•返信；記号に続きAを付けて、タイトルは同じものをなるべく用いる。



訪問看護師の入力支援ソフト
あさがおアプリ



今後のお願い

• 全員参加型の医療連携を作ること

• ハートネットホスピタル事務局の患者IDの紐

付け作業に対する協力のお願い


